
39年度の建設業界は,道路の建設,宅地の造成,治水,港湾整備

などの広大な公共工事,および民間の盛んな建築工事にささえられ

て,前年よりさらに活気を呈し,これに呼応する建設機械の需要も

一般に前年を上回った｡

日立も建設機械のメーカーとして斯界の期待に応えるよう,その

準備を着々ととのえている｡

かねて開発を考えていたホイール系の農業用,産業用トラクタな

どについて,アメリカのディア社との間に技術提携が結ばれ,その

販売体制も着々と整えられており,好評を得て釆た従来のクローラ

式とともに,トラクタ分野への躍進を期待している｡

ショベル系については0.6,1.2m3級などで地道な諸政艮が行な

われ,性能向上の実が結び,そのアタッチメントの拡充とともに今

後とも業界の首位維持を確信している｡

パワークレーンについては,わが国での最大容量のF210,クレ

ーン専用放としての画期的なFllO,さらにF55Sなど続々完成

し,これらはいずれも業界の評判がきわめてよく,今後の飛躍を望

んでいる｡

基礎ぐい機械としては長大径の孔掘,水中掘などに妙味を発輝す

るリバースサーキュレーションドリルに関して,技術提携を西ドイ

ツ･ザルツギッタ社との間に結び,基礎工事機械の分野にさらに進

出を図かることになった｡

22.1万能掘削横

39年度はオリソピックの年として建設業界は最後の追込みに多

忙をきわめた年であった｡万能掘削機もその好況を反映して堅調な

伸びを示した｡小形ショベルでほ,UlO6の本体の細部にわたる多

くの改良を行ない耐久力,居住性,保守性の改善とともに掘削機性

能を上げ,特にクレーン性能の飛躍的向上を図った｡フロントアタ

ッチメントにおいてもバケットシリーズの開発,ディーゼルパイル

ドライバ用リーダの改良を行なった｡

大形ショベルではUl12,Ul16ショベルを更に耐久力向上,ク

レーン性能の改善を行ない,多くの実績を上げることができた｡

しゅんせつ船は,国家港湾整備5箇年計画の実施による需要の増

大が見込まれ,日立しゅんせつ船シリーズの制定と,制定後の第1

号UlO6グラブしゅんせつ船を完成した｡今後この方面に多くの活

躍が期待されている｡

22.l.1UlOdショベルの改良,開発

(1)UlO6ショベルの改良

UlO6ショベルは,豊富なすぐれた実績により従来も各方面に

広く好評を博し,業界に確固たる地位をしめているが,さらに寿

命,操作性,安全性,保守などの点で一層の向上を図るため,各所

に改良を加え,ヘビーサービスに対しても高度の配慮を施した｡

おもな改良項目は次のとおりである｡

(i)熱放散のすぐれた後ドラム

(ii)クレーン性能を向上させるブーム腑仰レバー

(iii)インターナルギヤの遠隔給脂

(iv)

(Ⅴ)

(vi)

居住性,轢能性の良いタテヤ

レバー軸のシール付き自動詞心形ボールベアリング

取り付け,取り外しの容易な燃料タンク,およびカウソ

タウェイト

(vii)ロングワイド用ブームが併用できるAフレーム

必

第1図 UlO6ショベル

(viii)クレーン系ブームのベル式過巻警報装置など

(2)UlO6クレーンにロングワイド用ブーム装着

クレーン需要の増加に対処して,現在の標準ブーム(ブーム最

長19m)のはかにクレーソ性能を増大したロングワイド用ブー

ム(ブーム最長お＋6mジプ付き)を完成した｡すなわち,

(i)標準ブーム11mの場合,最大荷重13t(作業半径3m)

(ii)ロングワイド用ブーム10mの場合,最大荷重15t(作業

半径3m)

(3)UlO6ショベル用0.8m8ジッパ完成

軽掘削の場合ジッパの容量を増して,掘削能率を向上させるた

め,ライトサービス用0.8m8ジッパを開発した｡本ジッパは0.6m8

標準ジッパと取り付け寸法はまったく互換性があり,容量アップ

で施工量が30%増加する｡なおジッパの爪は,0.6m3標準ジッ

パのものと同じで共用できる｡

(4)砂利用グラブバケットシリーズ完成

砂,砂利などの荷役に使用するのに適した,砂利用グラブバケ

ットを開発した｡これは従来のクラムシェルパケットと類似で,

爪はないが,支持,開閉ロープおのおの1本づりで,砂利用として

軽量,強固に設計したものである｡バケット容量も大きくでき,

掴み効率もよいので,その使用実績も良好である｡なお,これを

第2図 0.8m2 ジ ッ
パ
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第3図 tJl16 シ

第4図 UlO6しゅんせつ船

機会に他機種にも適合する砂利バケットを逐次一汁j発,そのシリー

ズ化を完成した｡すなj)ち,バケット容量とその適合機種ほ,

0.5m3(UO3),0.6,0.8m3(UlO6,UlO6W),1.21T13(UlO6Ⅰノ),

2m3(tJl12)などである._.これらはいずれも納入ノi三続をあ(1ご,シ

ョベルの用途拡人に役立っている

(5)パイルト､うイノミのストラップに綻軌装rごた媒川(特許出l頗L-l--)

ディーゼル式/1イ′しドライバのリーダをブームフートビンで支

持するストラップに,従火のスクりユによる伸縮装掛こ加えて,

バネ式緩衝装置を採用した.-.二れはくい打棒,くいとリーダの､ド

行が多少狩っても,打撃反力が緩衝されリーダならびにくいへ

の悪影響が緩和される｡したが一)てリークやくいの択傷も減り,

しかもくい打能率ほ低下することな′∴ かえって効果的に使用す

ることができる｡

22.1.2 ∪】12,Ulldショ/ヾルの改良

Ul12ショベ′しほ寸象助実績をもとにして,さらにクレーン作業時

の安定度の改善,走行装粁の耐久度の向上を口約とした改良を行な

った｡すな諾っち,前後タンブラの‥一心間距離および殻外端‾Fローラ

中心間距離を拡げて前後方向の安定を良くし,また操作レバーの配

置を改善してクレーン性能を向上した｡,また前後タンブラ,上下ロ

ーラには防塵用のピストンリング形ダートシールを付けて軸受の倖

耗を防ぎ耐久度の向上を図った｡

Ul16ショベルは上記のUl12ショベルにおける改良を実施する

とともl･こ,シ｡ベル作業,クレーン作業兼用の2車ドラムを採Hjし

たこと,ジッパ,ブーム,サドルなどを強化したこと,ジッパトリ

ップ装置の調整を容易にしたことなどく･こより耐久度がさらに向上し

保守が容易になった｡

22.1.3 しゅんせつ船

団家港湾整備5箇年計画に呼応して,日丁仁しゅん船シリーズを制

定したが,制定後の第1号放として,UlO6グラブしゅんせつ船を

完成し,山木工業株式会社に納入した｡現礼 福島県小名浜港にお
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いて,港特性肺のため発破をかけた破砕ぎー㌢の掘削に活躍している｡

このしゅんせつ船の機械部分には.UlO6ショベル本体を使用し,

11113のグラブバケットを取り付けている｡この機械部分は,量産

しているショベルの上回りであるため,信板性,耐久プJにすぐれ,

比較的始jPj問で製作できる利ノ∴くがある｡陸上標準横に変更を加えた

部ク〉は次のとおりである｡

(= 晰上での不′安定なクレーン作業を容易にするため,旋回速

度を減速した｡

拙肖Ij深度計を装服した.｡

一部集中給油を実施し,また旋回ビニオンノ､ま検窓を取り付

けて保〔､〕二点検を容易にした｡

22.2 パワークレーン

日嗣r137年から打て和38年前半にかけて,一時低迷を続けていたト

ラッククレーン,クローラクレーンなど/くワークレ】ンは,38年末

から急ピッチで進行したオリンピック関連上市などにささえられ,

その諾要を回復した｡.

オリンピック関連工+主の一つとして,特に汀臼されるものに羽

田一脈松町のモノレール工事がある｡木工-1J享の特色は25tの橋げた

を地上卜数メートルの橋脚上に架設する‾Ⅰ二事であって,交通ひん繁

の道路に沿い,能ヰi的に架設するために,能力の大きい機動性のすぐ

れたトラッククレーンが要求され,F210形54.5tトラッククレー

ンが‾製rF,使用さjtた｡本機ほl司産最人の解量を誇る新鋭放である｡

また建築方向では建築法規の改訂により,.本格的縞朋建築が続々

建設される情勢にある｡建築物の高さがのびるiこ伴い,これの作業

に従‾軒するトラヅククレーンのブームほ長大化が要求される｡これ

に止こえ,27.5tつりFllOトラッククレーンを開発した｡本棟は最

長‾ブーム50m(ノブ付き53m)でわが国最長を諮るものである｡

-一方,土人方面に二日いては高速道路網の当別芹iなどが着々と進行し,
址築のi六況と棚ま/)て,骨材としての砂利の′こ后要が急増し,バケッ

ト付きクレーン′の.馴キカミ撼んに行なわれている｡.tJl12Lバケット

付きグローラクレーン,UlO6Lバケット付き肘謹クレーンなどが

一各地に.設置された｡.

フローラクレーンには従米UO3か仁)U2こミLにわたる9椀種のシ

リーズをもっていたが,Ul12Lを新たに朋発し,シリーズの充実

が図られた｡

トラッククレーンの不整地走行性能を向_卜させることほ従来から

の誘き題であったが,特にその性能のすく､､れた15tつりF55Sトラッ

ククレーンが製作納入された｡本棟の不紫地走行性能はクローラク

レーンに世故するものであF),今後の活躍が期待される｡

22.2.1F55Sトラッククレーン

本撤ほ,最大巻_1二荷重15tのトラッククレーンで,クレーンのほ

第5図 F55Sトラッククレーン
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第6図 稼動中のFllOトラッククレーン

か各種掘削機,パイルドライノミなどのアタッチメントが装着可能な

万能機である｡

特に本棟は,普通トラッククレーンに比べはるかにすぐれた機動

力を持っている｡すなわち全輪駆動(6×6)方式,特殊広幅低圧タイ

ヤ付で,泥渾地など極端な不整地でも走破可能であF),クローラク

レーンに近い不整地走行性能が実証さカーtた｡この特にすぐれた不整

地走行性能が注目され,陸ヒ自衛隊施設陽に納入された｡

以下に,本棟のおもな特長を列記する｡

(i)抜群の不整地走川生能を市する｡

(ii)複列ポール式旋回翰の採用によF),非常に棚許な旋回がで

きる｡

高低速2段ミッション付きであり,作業に応じた適切な速

虔の選択ができる｡

(iv)使いやすいレバー配置であり,操作性がすく1'れている｡

(Ⅴ)各種アタッチメントが装着できる.こJまた,これら全アタッ

チメントをトレーラに搭載して,けん引走行ができる.｡

22.2.2 FllOトラッククレーン

本棟は国産初の27.5t(ショート30t)トラッククレーンで,長

年のトラッククレーン製作技術,新技術の研究開発,ユーザの建設

的意見の総合結晶として完成された国情に最も良くマッチした最新

鋭機である｡最長50m(ジブ付きの場合53m)の記録的超ロングブ

ームなど,次のような数多くの特長を備えている｡なお本棟ほ昨年

6月に販売を開始して以来,すでに十数台を納入し,いずれも好評

のうちに稼動している｡

(i)従来の国産最大級22.5t(ショート25t)トラッククレー

ソよi)も軽量コンパクトで,つり上能力ほ大幅i･こ増大して

いる｡

ブームは軽量強力で風抵抗の少ない高藤カバイプ構造の画

期的超ロングブーム(ジブ付き最長53m)である｡ブー

ムのジョイント方式は絶てた分解の容易な新方式のどソ式で

ある｡

新方式のフリクション式ブーム卸し装置の採用により,無

衝撃のブーム僻仰が可能である｡

評 論 第47 巻 第1号

常に1-1j滑である｡

(Ⅴ)動力降下ほ全荷重抱閏で十分な容量をもつので安全確実な

荷卸しができる｡

(vi〕歯車は旋回最終段を除き全て油槽入であり,運転静粛,保

守簡便,高寿命である｡

(vii)アウトリガの出し入れほ3点支持ガイドローラ(実用新案)

の採H]により非常に軽快である｡

(viii)キャリヤは新方式の8×4覧区動力式で,パワーステアリン

グ付きである｡

(ix) タワークレーンアタッチメントの取り付けが可能である｡

22.2.3 F2】0.54.5†トラッククレーン

昭和38年9月に日本通避に2台およぴ39年6月に大西運送に1

台納入した｡特艮ほ下記のとおり｡

(i)標準ブーム12m,作業半径3.66mで最大つF)_ヒ荷重54.5t

の大容量を有し,国産最大である｡

(iv)

(Ⅴ)

道路運行時の外形＼j一法ほわが国の道路運行事情に適合する

ようにしてあi)(幅3.186m,地上高3.8m,全長11.8mは外

国製品の相当r■Jはり′+､である)簡単な分解にて貨車輸送の

第4串i巾限界内にはいるようなユニットに分れるので,輸

入品に対し有利な構造となっている｡

ブーム最大長は48mで,さらにその先に10mのジブが

付けられる｡

操作方式ほ空気瞑式であi)矧火な操作が行なえる｡

アウトリガの引き出しは,油圧操作を用いているので容易

である｡

(＼ri) カウンタウェイトの自力着脱装置を備えている｡

(Vii)3段ミッショソを用い梅低速(約0.3m/min)も得られ大

荷南に対し安全な作業を行なうことができる｡

本棟ほ日本通運においては,+利一t†線モノレール桁架設に使用され,

工事期間短縮に大いに宕ミ献した｡その後1台は東京に,1台は大阪

に置かれ帝量作業に円いられる予定し.大西運送納めのものは,大阪

において重量作業に用いられている｡

22.2.4 Ul12L砂利バケツ付クローラクレーン

標準形Ul12(28t吊り)を40tに容量UPしたUl12Lクローラ

琵管

(iv)高荷重用複列ボール式旋回輪の開発,採卿こより,高荷重

時においても,超ロングブーム作業時においても旋回は非
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第8岡 砂利荷役小のtJl12IJク1コーラ

第9図 TSO9:､ラククショべ′L

クレーンに2.Onl=う砂利バナソトを装着したものを了jて二l二物産月島営

業所に納入した｡本棟ほ電源電征の生動に作う出力特性の変動が少

なく無負荷状態から起動できるような(かご形誘導電動機＋流体継

手)力式とした｡

Ul12Lは標準のtJl12よりの改装が容易でありクレーン,各種

バケツのほかクラムシェル,ドラッグショベル,パイルドライバな

どのアタッチメントも装着できる｡

木椀をはじめUl16Ⅰ一,U23Lなど40へノ75tのつりトニ荷車をもつ

大形クローラクレーンの今後の発.k与力ミ期待される｡

22.3 ブルド ー ザ

ブルドーザ業界の最近のすうせいとして小形トラクタの競合激化

があけられる.っ とくに外国メーカーとの技術提携による新機種発表

が白話つ｡こうした情勢のもとに,口1■一/二製作所はアメリカ最大の総

合農業磯城メーカーであるディア托との問に技術挫携契約を統ん

で,幾業用･産業用のホイールトラクタおよび小形グロラートラク

タの生産を行なうことになった｡国策として進められている腿業構

造改善および近年とみに増加している道路1二弔,ビル建築などミこ柄

躍が期待され,日i土のトラクタシリーズが大幅i･こ拡大された点でそ

の意義は大きい｡TSO9トラクタショベ/しほ,心血な汁いだ研究改

良の成果が反映された優秀な製品として好評を得ている｡

またアタッチメントの開発にも多くの成果があがった｡

22.3.1TSO9トラタクショベル

TSO9トラクタショベルは発売以来,たえず過怖な稼動条件古･こも

耐えるよう調査研究をかさね,その成果な凪■■いこJ丈映させてきた

が,本年はさらに次のような政∫ミを行な･-1て,作業性,耐久性な飛

第10図 2010E竺菜用ホイールトラクタ

躍的に向_とさせた｡

(ト)作業時滋人‡+_川95PSを100PSにした｡

(21 ミッション速度段を変如した｡

(3､) ステアリングクラッチ解量を増したこ,

(41終減速関係を威化改造した｡

(5､)トラ･ノクリンクを滅化した｡

(6)/こナットとその爪をさらに風化した｡

22.3.2 日立--ジョンディアトラクタ

39牛度初頚アメリカ第1のg辻業トラクタメーカであるディア枇と

の問に技術提携契約が成‾て:亡し,トラクタの生産をテナなうことにな

っじJ

第1左 ディ7社トラクター覧衷

形

Jモ.勇二三車照巧j止･速蛙数
叩火

業
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弟】表にディア杜トラクター覧表をホす｡このうち今回技術提携

を行なったのほ投票用ホイール,産業用ホイールおよぴクローラト

ラクメの1010,2010の6種しぉの太字のもの)でそれらの農業用作業

機および産業川アタッチメントも含んでいる｡また,非提携椀種に

ついても†玉け勺に心ける独■l了的販売権を持っているジョンディヤトラ

クタの全速如何な特長としては

(i)后掛性,耐久性が特にすぐれている｡

(ii)各種作業機,アタッチメントが多く汎用件がある｡

(iiり 運転操作,似､fカミきわめて容易である｡

などがあけられる_,次に提携トラクタのそれぞれの特長を示すと,

(1)果菜用ホイールトラクタの特長

(i)ディア杜製ディーゼルエンジンほ調速範囲が広くミッシ

ヨンとの組み行わせにより各作業に適した中速と出力が

得ら′れる｡

ブレーキはディスク式水締構造｡

けんJj伯荷およぴi米桝仁1勤制御矧巨‡を和し,初心者にも
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節11問 トラクタショベノL(ノニック十一什き′)

運転や手易であるっ

(iv)作業故を前後中央に装着できるようになっており,汎相

性が大きい｡

(Ⅴ)作業機の種類は非偶に多くl■訂1賢,性能が特(こす･て､jして

いる｡

(2)産業用ホイールトラクタの特長

本体は農業用ホイー′レトラクタと一部を除いて共通であり,特

長もほぼ同じである.｡

(i)機動性にノ.･ニー【も捉まわりの保こ土こfが解易である｡.

(ii) ローダバケットを取り付けローダ作業ができる｡

(iii)ノミックホーを取り付け掘削作業ができる｡

(iv) ブルドーザ,モ7-など多くのアタッチメントを有し用

途が広い｡

(3) グローラトラクタの特長

(i)エンジンは産業用ホイールトラクタと共通である｡

(ii)足まわりは片側5個のローラ,高伯披焼入したシューか

らなり,耐久性の増大がはかられている｡

ローダバケットを取り付けて.トラクタショベルとして

使用される｡同時にバックホーも取り付けることがで

きる｡

(iv)オールノ､イドロリックブルドーザは運転中油圧によりチ

ルトおよびアングル操作が可能である｡

(Ⅴ) ログフォーク,ウインチ,レーキ,リッパなどのほか多

くのアタッチメントが準備されている｡

(vi)農業用クローラ式もあり3点ヒッチ,スイングドローバ

ーを取り付けあらゆる農作業ができる｡

以上農業用ホイールでほ一般農作業札 産業用ホイールではノミッ

クホーローダ,クローラ式でほトラクタショベルおよびブルドーザ

などの形としてその活躍が大きいに期待される｡

22.3.3 雪寒対策用TSO9トラタクショベル

積雪寒冷地の雪寒対策の要望に応じ TSO9スノーローダの完成

をみた｡本機はTSO9トラクタショベルを除雪用に改装したもので,

そのおもな特長は次のとおりである｡

(i)運転席にカーヒータを設置し,キャビンでおおい寒冷地作

業も快適にできる〔

2.Om3のスノーバケットを淑り付け大量除雪が可能｡

夜間路上作業安全のため,各種照明灯と回転式警戒灯を

設置｡

(iv)キャビンの窓ガラスほデフロスタとワイパで凍結を防ぎ降

雪中も作業可能｡

(Ⅴ)スノーシューを取F)付け雪上ですべらず走行容易｡

評 論 謀享47巻 三汚1弓一

第12囲 雪寒対策用TSO9

第13L珂 レ ー キ ド ー ザ

(Vi)ノミナットとシューを交換すれこご土木l二+妄もできる｡

22.3.4 アタッチメント

(1)新形レーキドーザ

レーキには抜根用の′レートレーキと岩石用のロックレーキがあ

るが,これは前者に属し,次のような特長を有する｡

爪の形がシソプ/しで土はけがよいので,表土の運搬が少なく能

率がよい｡さらに爪の長さが大きいので採掘りすることができ

る｡両端にほ探さを二段に調節できるサイドカッタを有している

ので,地中の棍を切断し,大きな株根を解易に抜祝することがで

きる｡

(2)トーイングウインチ

トラクタの後部iこ取

り付ける簡易ウインチ

で,山林における木杯

伐採後の収集,運び出

しを行なうのがおもな

用途であるが,他の牽

引作業にも利悶するこ

とができる｡.これを装

茄していると,ウイン

チによるl√l力脱出がで

きるので,イく整地,急

坂地にも憶せずはいっ

て作業することができ

る｡林道‾t事などに活

掟することが期待され

る｡
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第15固 柵朽ミリッ/＼付き′r13
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三

謡

第16囲

(3)1'13川油圧1+ッパ

納仕リッパの市川さに対する認,舶ミ探まるにつれて,特にT13

級で油圧リッパの需要が増人している-一今回開発した油肘+ッバ

ほ,ツールビーム式で,100kg/cnl二の油圧と19,000l{gの中称屯

量により強大な掘り起こし力がf一往ら才tる｡装着する爪数は作業条

件により1.2,3木のftノ卸〕ものを選択できるユ

22.4 建設機械用ディーゼル機関

39勺三度は姫設機械の需要増加に伴い,B形検閲の生産子†数もl昨年

度に比べて一段と増加しじ〈.耐久度,信析度についてほすでに多く

のすぐれた実績をおさめているが,さらに信較在を向上するととも

に生産のf‡理化を周るため,前年に′Jlき続いて各部の改良な行なっ

た｡すなわち,なじみ性を向上するためシリンダライナの【勺表面に

特殊な表面処即を施し,また電弘■川1関鼠 冷却水循環系統の改良を

実施した､J

その他トラクタに積載する耗関には,従来のアワーメータにかえ

てサービスメータを装前して実稼動時間を適確に指示するように

した｡

(1)B-40機関の′ミヮーアヅフ

B-40機関は低速トルクを大きくとっているため,垂掘削作業

の際も枚閑の粘りが掛､点ですでに定評があるが,今年ほさらに

トラクタ系の桝削力を増大して作業性を向上するため,従来作業

時最対汁力95PSであったものを100PSにパワーアップして機関

の高出力化を図り,子‡上および実車において十分な試験を行な

い,すぐれた作業性,耐久性および信頼性を確認して生産棟に実

施した｡その仕様および性能曲線を第2表および第1る図に示す｡

(2)B-60検閲の改良

B-60機関はUl12ショベル,T13トラククを始め発右隣用

機関などとしてBr40検閲とともに各地で好調に稼動しており,

オーバホールの結果も良好な成綴を示している｡たとえばUl12

ショベル横載の機関では6,000時間ノータッチで稼動し,分解調

査の結果でもきわめてすぐれた耐摩絶性を示している｡

第2表 B-40Bディーゼル機関の概略仕様

形 式

気筒数～内径×行程

稔 排 太 鼓

圧 縮 比

オ弓‾語悪意笑
長 大 ト ル ク

燃 料 刑 当牛率

4サイクル,水冷,両列,立形,

4～130×165mm

8.75J

18.0:1

105pS/1,500rpm

lOOPS

54m･kg/1,100rpm

190g/PS･h

予･照焼室式ティーゼ′L概閑

ll:.;弓jこ黙

/

__､竺止旦二L_+

60 ヱ

30 き

40 r

31)
=▲

20
書

220､ざ

200 キト
≡と

は8 三

三二
義:

い榔1.2DDl,4001.600

1Lji虹世.r生(r叩11

B-40B麟β引当三能曲線 第17図 B-60 機 関

B-60税関についてもB-40枚弥こリlき続き,従束の実結を基

にして各一部分の改良を子J■ない,機関全体としての性能,耐久度お

よび信板度を向上するとともにサービスi所を充実した｡.すなわち,

本体機関においてほオイルフィルタ,オ†′レターラ,∃一イルポソ

プなど油肘納循環系祝およぴサーモスタット,水ポンプなど冷却

水析環系統について,性能を向上するとともにB-40検閲との部

】■.㌔-の共通化に意を払一つた｡また建設機械用の始動ガソリン棟関に

ついても,従来の実#葺をとり入れ点火方式,電装品,オイルポン

プ心よぴクラッチなどを改良しで性能,耐久寵および信板度の向

_トン図るとともに椒扱,保(､トナゴよび点検を解易にLた｢ノ弟17図iこ
B-60機関の外観を示す｡

22.5 ケーブルクレーン

ニこ数咋来乍1月各地に址殺された数々のダムとともに多くのケー

ナノしクレンが製作据付られたが,39年度ほそjl仁)ケーーブルクレソの

移設がF】立ったとともに,38年度の憤動式ケーブルクレソに引き続

き,パックステーが非常に長いため,鉄骨の代わF)にロックドコイ

ルロープを使用した特殊形のケーブルクレンを製作した｡

上記の特殊形ケーブルクレンほ北海道開発局(金山ダム)納の

9,4.5tケーブルクレソで,9tのエンジンタワーは同定堵で4.5t

テールタ･7-のl.1il定堵と弟18図のように並んで立ち,移動堵側は同

一レール上を扇形に走行するものであるL‥〕固定塔高さ(主索支持点)

ほともに27mでバックステー後方位掛よ拘定格より130mのとこ

第18図 金山ダム9t4.5t ケーブルクレーソ同定塔側
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立 評 論

第20囲 リバースサーキュレーショ

ドリル(PS150形)

第19図 岩髄せん孔作業中の

UlO67-スドリ ′し

ろにあるため,それぞれ9tは72¢4.5tほ54ゥ)のロックドコイル

ロープを使用してある｡本機は固定堵後方地形が谷のようなところ

に効力を発挿する｡･なお4･5t移動塔側は移設されたものである､｡

22.る 基礎工事用境域

建築,土木の‾トニ事が大がかりになり,基礎_1‾二法も種々のものが桝

発されてきている｡このうち乃乙場打コンクリートくい用孔掘機とし

て目-‡UlO6アースドリ′しをすでに開発し好評を得ているが,今回

さらに長大なコンクリート柱,壁体の造成などを臼的として,西ド

第47巻 第1号

イツ･ザルソギツタ一社との技術提携により,

リノミースサーキュレーション式孔掘機を開発

した｡今後の高層建築,大土木工事の基礎工

事などにその需要を川律している｡

なお,アースドリ′しの新用途として岩盤の

せん孔装J2亡を開発した二

22･る･1∪】Odアースドリルの岩盤せん孔

装置
■

UlO6アースドリノLの応用棟種の一つとし

て岩‡髄せん孔装置モをつけたものが開発され

た｡本装r凱ま標準アメナメントのケリーノミ回

転速度を増加し,外ケリーバの上【F端にお

のおのスイベルンコでソトとローラビットを

触り付け,泥水を付属のスラッシュポンプで

循環させながらせん孔するものである｡すな

わちローラビットの強力な推力,回転力で圧

砕された岩場はスラッシュポンプで,スイベ

ルンコイント,ケリーバを経てローラビット

中心より噴出される泥水により,孔の外に流

出される｡

本楼は東邦地卜】l機株式会社に納入し,地すべり対策の岩盤くい

打卜‾乍で,径570¢,探さ40mのくいの追跡こ使ノー1はれた｡大形

ボーリノングマシンとしての作業と,くい打に必要なクレーン作業と

が171の機械で共用できる特長とを備えたものとして業タトから注目

さjtている1

22･る･2 リバースサーキュレーションドリル

内ドイツ･ザルツギッタ祉と,PS150,SW200,S300の3機種

の技術提携ができ,生産を開始した√=.本枚ほ独特のビット回転装置

と,循環水により地中直径1.5m,探さ300mまでの特殊掘削せん

孔ができるもので,特に海中JP陸上の深い基礎に使用できる他特

殊掘削具を装着して地中に壁体を作るための深いみぞ拙作業ができ

るなど多く:の札亡iをもつものである｡今後ますます展礎の大形化

高速施‾1二化の要求に合致した基礎機械のニューフニューースとして大い

に期待できる.｡

お 知 ら せ

附和39年度に射JされまLた日立上汁論のバックナンバーの在嘩が才汗ごさいますので,ご入用のむきはト一言山こお

申し込みくたさいっ

なお各号に掲載されました特集の題名ほ次のとぶりでございます｡
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